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メンバー：山口・水谷・井上・田中・望月・鈴木

≪ミーティングの流れ≫

・各班に分かれ、宿題のプレゼン、検討

・班の意見をまとめ、全体で検討

・各班今後の方針決定、GW課題の決定

★A班★
1．リテラシーとは(プレゼン)
山口さん

・1883　リテラシーが初めて登場

・「機能的識字」・「機能的文盲」という概念(２０Ｃ～)　

⇒「書字文化における共通教養」としてのリテラシー

・リテラシー教育に対する3つのアプローチ

⇒道具的　相互作用的　再生産的

・ポスト産業主義社会→リテラシー教育の再定義

・「キーコンピテンス」→PISA型学力をはかる指標として

リテラシー概念の変容：「ポスト産業社会」への移行と関連

リテラシーは教科領域を横断する統括的概念

今後について：全体としてのリテラシー教育を見るなら「総合的な学習」に焦点を当てる面白い!

もっちー
・情報化社会が情報教育の背景に

情報化社会の進展　　　　企業・労働　⇔　生活

・教養科目としての情報処理教育(技術しか教えていない)

→メディアリテラシーは情報教育だけでは教えられない→もっと広範に視点を当てると面白いかも。⇒リテラシーは常に変遷されている。生活の基盤を取捨選択する能力

井上

・リテラシー概念

３Rｓ＋「α」　「α」は変化＝リテラシー概念は変化(広がりを見せている)

→「α」が変化したり、そこに様々な要素が入り込むことで

⇒基礎重視傾向から多様化社会での共通の知識を表すものに

(近代化・進歩の指標であったリテラシーが健全な統合を示すという側面を持ち始めている)

・今後

→「α」を探るためにも、その社会おけるリテラシーの置かれた位置を確認！

2．今後の方針・課題

「リテラシー教育・メディアリテラシー教育とSNS」「ネットワークとメディアリテラシー」のようなテーマ

『問題意識』

→未成年飲酒をつぶやく・お客さんの愚痴をつぶやく

・なぜこのような現実が出てきたのか(有益なツールになりうるのに使い方を間違える)→コミュニティーの認識不足

・ここにおいてリテラシー教育・メディアリテラシー教育はどうあるべきか・何をすべきか
・メディアリテラシーはいろいろな側面から育成される。

・メディアリテラシー教育とは？

先行研究から問題意識に対して[research question]を！

3．GW課題

・問題意識・メディアリテラシーとは：望月

・メディアリテラシー教育とは・現状：井上

・歴史・文科省政策(実践)：山口さん

→取り組み、実践は日本の事例で!

各自レジュメ作成・進行状況によっては5/8(5限)に集まるかも?
★B班★

１．各自宿題のプレゼン

①水谷さん

a.『サブカルチャーとしての学校フォークロア』吉岡一志

b.『サブカルチャー教材による国語科授業開発』

サブカルチャーの定義

支配文化より下位にあるもの。青少年による形成。大人が見た「アタリマエ」でない文化。

論文aでは「学校の怪談」がサブカルチャーの具体例として挙げられ、その中でも「口裂け女」が子どもに与えたインパクトについて言及されていた。→しつけに活かす

論文bでは漫画、アニメ、音楽・映像、ゲーム、携帯電話がサブカルチャーとされ、これが学びへと向かう意思を助長するものとして活かすべきだと言及されていた。

Ex)漫画を通常の文学作品と同様に扱った授業（国語）

⇒サブカルチャーを教育に取り入れることの是非

日本の文化としては十分⇔教育的効果は本当にあるのか？
②るいちゃん

c.『東京都青少年健全育成条例「改正」案についての意見』若旅一夫

d.『サブカルチャー概念の現状をめぐって』難波功士

サブカルチャーの定義

ある特定の若者（ないしは子ども）向けの作品、コンテンツ。

論文cでは都条例によって、子どもの権利・表現の自由が侵害されるとされ、子どもの養育の第一責任は親にあると主張。事実上フィルタリングを強制していることからも、公権力の家庭教育への介入を訴える。

論文dではサブカルチャーの概念の曖昧さについて言及。なにに対しての「サブ」であるのか？文化とはどう受容し、利用するかが重要ではないかと主張する。

⇒GPを進める上では、サブカルチャーは肯定的なものとしてとらえ、さらには概念的にではなく、何らかのコンテンツにしぼって進めていきたい。

③りえこ

e.『学校教育における現代的課題としての「暴力」に関する一考察』尾島卓

f.『子ども・若者を取り巻くメディアとサブカルチャー～サブカルチャーマップを手がかりとして』筒井愛知

サブカルチャーの定義

メディアを通じて広く浸透し、青少年に大きな影響力を持つもの。商品化することでさらに生活に浸透している。

論文eでは消費文化社会の中で発展してきたサブカルチャーが、どのように暴力事件と結びついているかについて言及。「サブ」カルチャーは今や「メイン」を超える質と量を持っており、ゆえに学校は「サブ」の中で広がる現実に勝るリアリティを与えることのできる場とならねばならないと主張する。
論文fではこの１０年来のメディア環境の変容とその中心となるプロダクトを紹介。サブカルチャーマップではサブカルチャーとメディアの密接な関係について示し、自己形成の関する今後の課題について言及する。

⇒学校文化とサブカルチャーは共存していくべき。しかしその受容については制度化するのか？

以上の論文をプレゼンしての班の見解

・都条例にとらわれると範囲が狭くなってしまう→問題発起程度にしよう

・サブカルチャーの定義はどうするか？

・サブカルチャーに対して肯定的な立場をとりたい。

・「メイン」・「サブ」という上下概念としては考えるべきでない。
・「サブカルチャーと学校」という視点で見てはどうか？

２．全体会議

★B班★
・一般論ではない、アカデミックな理論にできるのか？

・十分な先行研究があるのか？

◎サブカルチャーを教材とすることの是非→まずどんな教育効果が期待できる？

◎サブカルチャーを何に限定するの？

・漫画とは個人的な活動では？

⇒上記２つの◎に関して調べることにする。

★B班のGW課題★

①自分の担当するサブカルチャー（るい：漫画・アニメ・TVゲーム、りえこ：携帯電話、水谷：インターネット）について論文を２，３読む。

そのサブカルチャーが子どもに与える影響、それを教材として使うことで教育効果があるかという２つの視点から考えること！

②自分なりの＆論文においてのresearch questionを挙げる。

③レジュメにまとめ、5/3or5/4に提出する。

④5/9までに一度集まって、統合したレジュメを修正する。
